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資�

び�

わ�

た�

し�

も�

ひ�

と�

こ�

と�私�

�

▲�

▲�▲�▲�

▲� ▲�

の�

おすすめ�

源
回
収
場
所�

を
も
っ
と�

増
や
し
て�

　
ご
み
を
出
す
と
き
に
は
で

き
る
だ
け
気
を
つ
け
て
分
類

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

び
ん
の
口
に
付
い
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
で
取
り
に
く
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（
小
田
中
・
女
性
）�
��������

　
自
分
で
取
る
こ
と
の
で

き
る
範
囲
で
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
で
も
取
れ
な

い
も
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
付
い
た
ま
ま
「
び
ん
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

市
環
境
事
業
課�

　
う
ち
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が

い
る
た
め
、
ミ
ル
ク
の
空

き
缶
や
離
乳
食
の
空
き
び

ん
な
ど
が
す
ぐ
に
た
ま
り

ま
す
。�

　
資
源
回
収
日
は
少
な
い�

し
、
常
設
の
回
収
場
所
は

市
役
所
や
ジ
ャ
ス
コ
な
ど

と
て
も
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
は
も
っ
と
場
所

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
マ
ル
イ
や
ア
イ
ム

天
満
屋
な
ど
で
も
回
収
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

と
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

（
高
野
山
西
・
女
性
）�

　
現
在
、
市
で
は
「
缶
・

び
ん
」
な
ど
の
資
源
回
収

を
町
内
の
協
力
に
よ
り
地

区
ご
と
に
月
１
回
か
ら
３

回
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
町
内
で
の
資
源
回

収
以
外
に
ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
、

ジ
ャ
ス
コ
、
リ
ユ
ー
ス
プ

ラ
ザ
津
山
「
く
る
く
る
」
、

市
役
所
の
４
か
所
で
「
缶
・

び
ん
」
の
回
収
を
し
て
い

ま
す
。
市
内
全
部
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
で

き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

回
収
場
所
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
現
在
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、

食
品
ト
レ
イ
の
み
が
回
収

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
の
対
策
と
し

て
、
２
月
か
ら
ア
イ
ム
天

満
屋
東
一
宮
店
で
「
青
空

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
を

始
め
ま
し
た
。
「
缶
・
び

ん
」
の
ほ
か
に
、
新
聞
紙
・

段
ボ
ー
ル
な
ど
も
回
収
し

て
い
ま
す
（
13
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
）
。�市

環
境
事
業
課�

ん
に
付
い
て

い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
？�

●
ご
意
見
、
ク
イ
ズ
、
イ

ラ
ス
ト
は
左
の
あ
て
先
へ

ど
う
ぞ
。
見
本
の
と
お
り

に
書
く
だ
け
で
着
き
ま
す�

�

POST  CARD

7 0 8 8 5 0 1

津
山
市
役
所�

行
政
広
報
室
行�

わ�

た�

し�

も�

ひ�

と�

こ�

と�私�

　お便りには必ず住所、氏名、年齢、学校・学年、電話番号を記入してください。 ファクス25-0263、�
インターネット目安箱 meya su@city.tsuyama.okayama.jpでの応募も受け付けています。�

18

　
芦
田
　
茉
采�

（
小
学
１
年
・
川
崎
）�

　
美
甘
　
明
日
香�

（
小
学
２
年
・
上
河
原
）�

　
前
原
　
大
孝�

（
小
学
５
年
・
沼
）�

　
萩
原
　
健�

（
小
学
２
年
・
小
田
中
）�

　ペンネーム・サクランボ�
（小学６年・高野本郷）�

▲�　ふくい　りん�
（小学１年・下横野）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
い
ち
ご
ひ
め
。�

（
小
学
６
年
・
小
田
中
）�

●高校生まで●色は白黒。サインペンなどでかく�

  （鉛筆・ボールペンはダメ）●テーマは自由�

●採用分には記念品を差し上げます�

●はがきの表に住所・名前・学年（年齢）を書く�

●ペンネームもOKです●敬称略�

こうこうせい� いろ�しろくろ�

えんぴつ� じゆう�

さいようぶん�

おもて� か�じゅうしょ    なまえ     がくねん  ねんれい�

きねんひん� さ� あ�
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鍬�

交�

わ�

た�

し�

も�

ひ�

と�

こ�

と�私�
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▲�

▲� ▲�

の�

青木　きくのさん（小田中）�

押し花作品展�
　　「押花でつづる城下町津山」はいかが？�

おすおすすめすめ�

　
　
　
展
が

楽
し
み�

　
広
報
紙
に
「
　
　
　
　 

展
」

の
こ
と
が
出
て
い
ま
し
た
ね
。

実
は
、
広
報
紙
を
読
ん
で
　

斎
の
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
葛
飾
北
斎
の
こ
と
は

有
名
な
の
で
知
っ
て
い
ま
し

た
が
…
。
こ
の
機
会
に
、
北

斎
と
は
対
照
的
な
作
風
で
、

北
斎
の
影
に
隠
れ
て
い
た
天

才
絵
師
と
い
わ
れ
る
　
　
の

作
品
を
、
ぜ
ひ
自
分
の
目
で

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
北
・
女
性
）�

通
事
故
ゼ
ロ

を
め
ざ
し
て�

　
車
で
の
仕
事
が
多
い
の
で
、

運
転
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
車
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が

い
わ
れ
ま
す
が
、
歩
行
者
や

自
転
車
の
人
に
も
危
な
い
人

が
い
ま
す
よ
。
夕
方
や
夜
間

に
、
夜
行
た
す
き
を
身
に
つ

け
な
い
人
、
自
転
車
の
ラ
イ

ト
を
つ
け
な
い
人
、
狭
い
道

を
自
転
車
で
道
幅
い
っ
ぱ
い

に
走
る
学
生
…
。
お
た
が
い

に
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
ね
。
（
綾
部
・
女
性
）�

私�

　６年前に、近所の人が押し花教室を紹介してくれたの
がきっかけで習うようになりました。押し花が大好きで、
夢の中で押し花をしていることもあるんですよ。１枚ず
つ花びらや葉を組んでいると、心の中に優しい気持ちや
花に対する愛情が自然にわいてきます。これが押し花の
魅力でしょうか。
　今は、築城400年記念の押し花展の作品づくりに取り組
んでいます。現在、私は92歳。若い人と同じようにとは
いきませんが、みなさんのお世話になりながら自分なり
のペースでがんばっています。
　会場では約170点の作品展示や桜の押し花を花はがきに
はって全国へ発信してもらう無料体験のコーナーもあり
ます。みなさん、どうぞいらしてくださいね。

�

「押花でつづる城下町津山」は5月14日（金）から16
日（日）、午前10時から午後6時（最終日は5時）まで市
立文化展示ホールで開催されます。お問い合わせは、
押花アート会：佐々木さん322-9003へどうぞ。�

広�報�ク�イ�ズ�

　
和
田
　
ま
ど
か�

（
小
学
４
年
・
上
之
町
）�

▲�

　
す
ぎ
も
と
　
た
く
み�

（
５
歳
・
北
園
町
）�

▲�

　
塚
本
　
将
太�

（
小
学
２
年
・
小
田
中
）�

　
菅
田
　
眸
美�

（
小
学
１
年
・
志
戸
部
）�

　
西
本
　
明
加�

（
小
学
６
年
・
上
河
原
）�

今年度の一般会計当初予算額はいくら？�

　　　　答えのほかに必ず、日ごろ感じていること、記事
の感想、市政に対する要望など、何でも書き添えてください。
（広報紙やホームページなどに、匿名で紹介させていただ
きます）正解者の中から抽選で５人に図書券を贈ります。�

問�

応募方法�

５月10日（月）当日消印有効�締め切り�

広報つやま 6 月号発　　表�

応募28人、正解25人

太田　直宏さん、岡本　充良さん、前原亜希子さん、�
松田絵里奈さん、和田　憲尚さん�

２月号当選者�

3月20日２月号の正解�

人�人�いきいき�

津山の�人�
地域でいきいき健康づくり�
佐良山健康体操の会　代表�

　この会は平成13年にボランティアで発足して以来、地
域での健康づくりと交流を深めることを目的に、毎週日
曜日午後５時から佐良山公民館で活動しています。始ま
った当初は９人だった会員も年ごとに増え、今では20代
から70代までの70人余りになりました。
　特別講師に�　　　　　（日本体育協会公認スポーツ
トレーナー）を迎え、幅広い年代の人が無理なく続けら
れるように、いすに座ったままで運動する「すわろビク
ス」、ゴムチューブを使った柔軟・筋力トレーニングなど、
みなさんの声に耳を傾けながらいろいろ創意工夫して取

り組んでいます。
　健康の維持・増進には楽し
く続けられることが一番大切
です。この会が、心も体もほ
ぐれて温まるような場所に、
さらに地域活性化の一助にも
なればと考えています。


